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セントポール会 

クリスマス礼拝 

 

 

２０２4 年１２月１4 日（土） 

立教学院聖パウロ礼拝堂 
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クリスマス礼拝にお越しくださった皆様へ 

 

本日は、セントポール会クリスマス礼拝にご出席ください

まして、誠にありがとうございます。これから始まる静かな

ひと時を、皆様とご一緒できますことを心より感謝申し上げ

ます。 

慣れないこともあるかとは存じますがどうかしばらくの間、

聖書と祈りのことばに耳を傾け、またオルガンの伴奏に合わ

せて、クリスマスの聖歌をお楽しみいただければと願ってい

ます。 

礼拝は聖公会の伝統に則って式文を用いて行いますが、皆

様はどうぞ「会衆」、「一同」と冒頭に記されている箇所をご唱

和ください。 

また式中、献金を集めますが、お気持ちを献金袋に入れて

お献げくだされば幸いです。なお献金はとくに国内外の災害

や飢餓等で苦しむ人々のために用います。 

それでは鐘の音を合図に、御子イエスのご降誕を喜び祝う

クリスマス礼拝を始めさせていただきます。この礼拝を今年

の良き思い出の末席に加えていただければと願っています。 
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奏 楽 入 堂 

 

聖 語 

一同立ちます。 

 

司式者 「闇
やみ

から光
ひかり

が輝
かがや

き出
で

よ」と命
めい

じられた神
かみ

は、わたしたちの心
こころ

の内
うち

に輝
かがや

い

て、イエス・キリストの御
み

顔
かお

に輝
かがや

く神
かみ

の栄光
えいこう

を悟
さと

る光
ひかり

を与
あた

えてくださいま

した。            （コリントの信徒
し ん と

への手紙
て が み

II 4章
しょう

6節
せつ

） 

神
かみ

は、独
ひと

り子
ご

を世
よ

にお遣
つか

わしになりました。その方
かた

によって、わたしたちが

生
い

きるようになるためです。ここに、神
かみ

の愛
あい

がわたしたちの内
うち

に示
しめ

されま

した。                 （ヨハネの手紙
て が み

I 4章
しょう

9節
せつ

） 

 

司式者 祈
いの

りましょう 

 主
しゅ

イエス・キリストよ、わたしたちは知
し

っています。あなたがわたしたちと

共
とも

におられることを。それでも、あなたがおいでになるのを、わたしたちは

待
ま

ち望
のぞ

みます。神
かみ

よ、暗闇
くらやみ

の中
なか

、あなたが与
あた

えられる希望
き ぼ う

のしるしを求
もと

めさ

せてください。主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。 

一 同 アーメン 

 

 一同着席します。 

 

第１日課 ルカによる福音書第 1章 26～38節 

 着席のまま。 

 

朗読者 第
だい

1日課
に っ か

 ルカによる福音書
ふくいんしょ

第
だい

1 章
しょう

26節
せつ

から 

六
ろっ

か月目
げ つ め

に、天使
て ん し

ガブリエルは、ナザレというガリラヤの町
まち

に神
かみ

から遣
つか

わされた。ダビデ家
け

のヨセフという人
ひと

のいいなずけであるおとめのところ

に遣
つか

わされたのである。そのおとめの名
な

はマリアといった。天使
て ん し

は、彼女
かのじょ

の

ところに来
き

て言
い

った。「おめでとう、恵
めぐ

まれた方
かた

。主
しゅ

があなたと共
とも

におられ

る。」マリアはこの言葉
こ と ば

に戸惑
と ま ど

い、いったいこの挨拶
あいさつ

は何
なん

のことかと考
かんが

え
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込
こ

んだ。すると、天使
て ん し

は言
い

った。「マリア、恐
おそ

れることはない。あなたは神
かみ

から恵
めぐ

みをいただいた。あなたは身
み

ごもって男
おとこ

の子
こ

を産
う

むが、その子
こ

をイ

エスと名
な

付
づ

けなさい。その子
こ

は偉大
い だ い

な人
ひと

になり、いと高
たか

き方
かた

の子
こ

と言
い

われ

る。神
かみ

である主
しゅ

は、彼
かれ

に父
ちち

ダビデの王座
お う ざ

をくださる。彼
かれ

は永遠
えいえん

にヤコブの家
いえ

を治
おさ

め、その支配
し は い

は終
お

わることがない。」マリアは天使
て ん し

に言
い

った。「どうし

て、そのようなことがありえましょうか。わたしは男
おとこ

の人
ひと

を知
し

りませんの

に。」天使
て ん し

は答
こた

えた。「聖霊
せいれい

があなたに降
くだ

り、いと高
たか

き方
かた

の力
ちから

があなたを

包
つつ

む。だから、生
う

まれる子
こ

は聖
せい

なる者
もの

、神
かみ

の子
こ

と呼
よ

ばれる。あなたの親類
しんるい

の

エリサベトも、年
とし

をとっているが、男
おとこ

の子
こ

を身
み

ごもっている。不妊
ふ に ん

の女
おんな

と

言
い

われていたのに、もう六
ろっ

か月
げつ

になっている。神
かみ

にできないことは何
なに

一
ひと

つ

ない。」マリアは言
い

った。「わたしは主
しゅ

のはしためです。お言葉
こ と ば

どおり、こ

の身
み

に成
な

りますように。」そこで、天使
て ん し

は去
さ

って行
い

った。 

朗読者 聖書
せいしょ

を終
お

わります 

 

 一同立ちます。 

 聖歌６９番（９・１０ページ） 

 

第２日課 ルカによる福音書第 2章 1～20節 

 一同着席します。 

 

朗読者 第
だい

2日課
に っ か

 ルカによる福音書
ふくいんしょ

第
だい

2 章
しょう

1節
せつ

から 

そのころ、皇帝
こうてい

アウグストゥスから全領土
ぜんりょうど

の住民
じゅうみん

に、登録
とうろく

をせよとの

勅令
ちょくれい

が出
で

た。これは、キリニウスがシリア州
しゅう

の総督
そうとく

であったときに行
おこな

わ

れた最初
さいしょ

の住民
じゅうみん

登録
とうろく

である。人々
ひとびと

は皆
みな

、登録
とうろく

するためにおのおの自分
じ ぶ ん

の町
まち

へ旅
たび

立
だ

った。ヨセフもダビデの家
いえ

に属
ぞく

し、その血筋
ち す じ

であったので、ガリラヤ

の町
まち

ナザレから、ユダヤのベツレヘムというダビデの町
まち

へ上
のぼ

って行
い

った。

身
み

ごもっていた、いいなずけのマリアと一緒
いっしょ

に登録
とうろく

するためである。とこ

ろが、彼
かれ

らがベツレヘムにいるうちに、マリアは月
つき

が満
み

ちて、初
はじ

めての子
こ

を

産
う

み、布
ぬの

にくるんで飼
か

い葉
ば

桶
おけ

に寝
ね

かせた。宿屋
や ど や

には彼
かれ

らの泊
と

まる場所
ば し ょ

がな

かったからである。 
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その地方
ち ほ う

で羊
ひつじ

飼
か

いたちが野宿
のじゅく

をしながら、夜通
よ ど お

し羊
ひつじ

の群
む

れの番
ばん

をして

いた。すると、主
しゅ

の天使
て ん し

が近
ちか

づき、主
しゅ

の栄光
えいこう

が周
まわ

りを照
て

らしたので、彼
かれ

らは

非常
ひじょう

に恐
おそ

れた。天使
て ん し

は言
い

った。「恐
おそ

れるな。わたしは、民
たみ

全体
ぜんたい

に与
あた

えられる

大
おお

きな喜
よろこ

びを告
つ

げる。今日
き ょ う

ダビデの町
まち

で、あなたがたのために救
すく

い主
しゅ

がお

生
う

まれになった。この方
かた

こそ主
しゅ

メシアである。あなたがたは、布
ぬの

にくるまっ

て飼
か

い葉
ば

桶
おけ

の中
なか

に寝
ね

ている乳飲
ち の

み子
こ

を見
み

つけるであろう。これがあなたが

たへのしるしである。」すると、突然
とつぜん

、この天使
て ん し

に天
てん

の大軍
たいぐん

が加
くわ

わり、神
かみ

を

賛美
さ ん び

して言
い

った。 

「いと高
たか

きところには栄光
えいこう

、神
かみ

にあれ、 

地
ち

には平和
へ い わ

、御心
みこころ

に適
かな

う人
ひと

にあれ。」 

天
てん

使
し

たちが離
はな

れて天
てん

に去
さ

ったとき、羊
ひつじ

飼
か

いたちは、「さあ、ベツレヘム

へ行
い

こう。主
しゅ

が知
し

らせてくださったその出来事
で き ご と

を見
み

ようではないか」と話
はな

し合
あ

った。そして急
いそ

いで行
い

って、マリアとヨセフ、また飼
か

い葉
ば

桶
おけ

に寝
ね

かせて

ある乳飲
ち の

み子
こ

を探
さが

し当
あ

てた。その光景
こうけい

を見
み

て、羊
ひつじ

飼
か

いたちは、この幼子
おさなご

に

ついて天使
て ん し

が話
はな

してくれたことを人々
ひとびと

に知
し

らせた。聞
き

いた者
もの

は皆
みな

、羊
ひつじ

飼
か

い

たちの話
はなし

を不思議
ふ し ぎ

に思
おも

った。しかし、マリアはこれらの出来事
で き ご と

をすべて心
こころ

に納
おさ

めて、思
おも

い巡
めぐ

らしていた。羊
ひつじ

飼
か

いたちは、見
み

聞
き

きしたことがすべて天使
て ん し

の話
はな

したとおりだったので、神
かみ

をあがめ、賛美
さ ん び

しながら帰
かえ

って行
い

った。 

朗読者 聖書
せいしょ

を終
お

わります 

 

 一同立ちます。 

 聖歌３２９番（１５ページ） 

 

第３日課 マタイによる福音書第 2章 1～12節 

 一同着席します。 

 

朗読者 第
だい

３日課
に っ か

 マタイによる福音書
ふくいんしょ

第
だい

2章
しょう

1節
せつ

から 

イエスは、ヘロデ王
おう

の時代
じ だ い

にユダヤのベツレヘムでお生
う

まれになった。

そのとき、占星術
せんせいじゅつ

の学者
がくしゃ

たちが東
ひがし

の方
ほう

からエルサレムに来
き

て、言
い

った。「ユ

ダヤ人
じん

の王
おう

としてお生
う

まれになった方
かた

は、どこにおられますか。わたした
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ちは東方
とうほう

でその方
かた

の星
ほし

を見
み

たので、拝
おが

みに来
き

たのです。」これを聞
き

いて、ヘ

ロデ王
おう

は不安
ふ あ ん

を抱
いだ

いた。エルサレムの人々
ひとびと

も皆
みな

、同様
どうよう

であった。王
おう

は民
たみ

の

祭司
さ い し

長
ちょう

たちや律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちを皆
みな

集めて、メシアはどこに生
う

まれることにな

っているのかと問
と

いただした。彼
かれ

らは言
い

った。「ユダヤのベツレヘムです。

預言者
よげんしゃ

がこう書
か

いています。 

『ユダの地
ち

、ベツレヘムよ、 

お前
まえ

はユダの指導者
しどうしゃ

たちの中
なか

で 

決
けっ

していちばん小
ちい

さいものではない。 

お前
まえ

から指導者
しどうしゃ

が現
あらわ

れ、 

わたしの民
たみ

イスラエルの牧者
ぼくしゃ

となるからである。』」 

そこで、ヘロデは占星術
せんせいじゅつ

の学者
がくしゃ

たちをひそかに呼
よ

び寄せ、星
ほし

の現
あらわ

れた時
じ

期
き

を確
たし

かめた。そして、「行
い

って、その子
こ

のことを詳
くわ

しく調
しら

べ、見
み

つかった

ら知
し

らせてくれ。わたしも行
い

って拝
おが

もう」と言
い

ってベツレヘムへ送
おく

り出
だ

し

た。彼
かれ

らが王
おう

の言葉
こ と ば

を聞
き

いて出
で

かけると、東方
とうほう

で見
み

た星
ほし

が先立
さ き だ

って進
すす

み、つ

いに幼子
おさなご

のいる場所
ば し ょ

の上
うえ

に止
と

まった。学者
がくしゃ

たちはその星
ほし

を見
み

て喜
よろこ

びにあふ

れた。家
いえ

に入
はい

ってみると、幼子
おさなご

は母
はは

マリアと共
とも

におられた。彼
かれ

らはひれ伏
ふ

し

て幼子
おさなご

を拝
おが

み、宝
たから

の箱
はこ

を開
あ

けて、黄金
おうごん

、乳
にゅう

香
こう

、没
もつ

薬
やく

を贈
おく

り物
もの

として献
ささ

げた。

ところが、「ヘロデのところへ帰
かえ

るな」と夢
ゆめ

でお告
つ

げがあったので、別
べつ

の道
みち

を通
とお

って自分
じ ぶ ん

たちの国
くに

へ帰
かえ

って行
い

った。 

朗読者 聖書
せいしょ

を終
お

わります 

 

 一同立ちます。 

 聖歌９４番（１１・１２ページ） 

 

第４日課 ヨハネによる福音書第 1章 1～14節 

朗読者 第
だい

４日課
に っ か

 ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

第
だい

1章
しょう

1節
せつ

から 

初
はじ

めに言
ことば

があった。言
ことば

は神
かみ

と共
とも

にあった。言
ことば

は神
かみ

であった。この言
ことば

は、

初
はじ

めに神
かみ

と共
とも

にあった。万物
ばんぶつ

は言
ことば

によって成
な

った。成
な

ったもので、言
ことば

によ

らずに成
な

ったものは何一
なにひと

つなかった。言
ことば

の内
うち

に命
いのち

があった。命
いのち

は人間
にんげん

を

照
て

らす光
ひかり

であった。光
ひかり

は暗闇
くらやみ

の中
なか

で輝
かがや

いている。暗闇
くらやみ

は光
ひかり

を理解
り か い

しなか
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った。 

神
かみ

から遣
つか

わされた一人
ひ と り

の人
ひと

がいた。その名
な

はヨハネである。彼
かれ

は証
あか

しを

するために来
き

た。光
ひかり

について証
あか

しをするため、また、すべての人
ひと

が彼
かれ

によ

って信
しん

じるようになるためである。彼
かれ

は光
ひかり

ではなく、光
ひかり

について証
あか

しをす

るために来
き

た。その光
ひかり

は、まことの光
ひかり

で、世
よ

に来
き

てすべての人
ひと

を照
て

らすの

である。言
ことば

は世
よ

にあった。世
よ

は言
ことば

によって成
な

ったが、世
よ

は言
ことば

を認
みと

めなか

った。言
ことば

は、自分
じ ぶ ん

の民
たみ

のところへ来
き

たが、民
たみ

は受
う

け入
い

れなかった。しかし、

言
ことば

は、自分
じ ぶ ん

を受
う

け入
い

れた人
ひと

、その名
な

を信
しん

じる人々
ひとびと

には神
かみ

の子
こ

となる資格
し か く

を

与
あた

えた。この人々
ひとびと

は、血
ち

によってではなく、肉
にく

の欲
よく

によってではなく、人
ひと

の

欲
よく

によってでもなく、神
かみ

によって生
う

まれたのである。 

言
ことば

は肉
にく

となって、わたしたちの間
あいだ

に宿
やど

られた。わたしたちはその栄光
えいこう

を

見
み

た。それは父
ちち

の独
ひと

り子
こ

としての栄光
えいこう

であって、恵
めぐ

みと真理
し ん り

とに満
み

ちていた。 

朗読者 聖書
せいしょ

を終
お

わります 

 ここで礼拝堂の照明をつけますので、LED キャンドルのスイッチをオフにしてください。 

 

クリスマス・メッセージ 

 一同着席します。 

 

祈 り 

  着席のまま。 

司式者 主
しゅ

よ、憐
あわ

れみをお与
あた

えください 

会 衆 キリストよ、憐
あわ

れみをお与
あた

えください 

司式者 主
しゅ

よ、憐
あわ

れみをお与
あた

えください 

 

  一同主の祈りを唱えます。 

一 同 天
てん

におられるわたしたちの父
ちち

よ、み名
な

が聖
せい

とされますように。み国
くに

が来
き

ま

すように。みこころが天
てん

に 行
おこな

われるとおり地
ち

にも 行
おこな

われますように。 

わたしたちの日
ひ

ごとの糧
かて

を今日
きょう

もお与
あた

えください。わたしたちの罪
つみ

をおゆ

るしください。わたしたちも人
ひと

をゆるします。わたしたちを誘惑
ゆうわく

におちい

らせず、悪
あく

からお救
すく

いください。 

国
くに

と 力
ちから

と栄光
えいこう

は、永遠
えいえん

にあなたのものです。アーメン 
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献 金 

オルガンによる奏楽を聴きながら献金をおささげください。係の者がかごを持って回り

ますので、お気持ちをおささげください。なお、ご協力いただいた献金全額は、諸施設

の働きのため、また国内外の苦しみ悩むかたがたのために用いられます。 

 

  一同立ちます。 

 

司式者 恵
めぐ

みにあふれる神
かみ

よ、今
いま

わたしたちのささげるこのクリスマス献金
けんきん

を受
う

け、

これを祝福
しゅくふく

し、活
い

かし用
もち

いてください。主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。 

一 同 アーメン 

 

司式者 主
しゅ

よ、主
しゅ

の慈
いつく

しみを示
しめ

し 

会 衆 主
しゅ

の救
すく

いを与
あた

えてください 

司式者 主
しゅ

の仕
つか

え人
びと

に義
ぎ

をまとわせ 

会 衆 主
しゅ

の聖
せい

徒
と

に喜
よろこ

び歌
うた

わせてください 

司式者 主
しゅ

の民
たみ

を救
すく

い 

会 衆 主
しゅ

の子
こ

らを祝
しゅく

福
ふく

してください 

司式者 主
しゅ

の平
へい

和
わ

を今
いま

の世
よ

に与
あた

え 

会 衆 地
ち

の果
は

てまで、戦
たたか

いをやめさせてください 

司式者 主
しゅ

の道
みち

をあまねく地
ち

に知
し

らせ 

会 衆 主
しゅ

の救
すく

いをすべての国
くに

に知
し

らせてください 

司式者 主
しゅ

よ、わたしたちのうちに清
きよ

い心
こころ

を造
つく

り 

会 衆 聖
せい

霊
れい

によって支
ささ

えてください 

司式者 主
しゅ

は皆
みな

さんとともに 

会 衆 また、あなたとともに 

司式者 祈
いの

りましょう 
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降誕日特祷 

司式者 全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、あなたは独
ひと

りのみ子
こ

に人性
じんせい

を取
と

らせ、この時
とき

、清
きよ

いおとめから

生
う

まれさせてくださいました。どうかその恵
めぐ

みによって、再
ふたた

び生
う

まれ、神
かみ

の子
こ

とされたわたしたちを、常
つね

に聖霊
せいれい

によって新
あたら

しくしてください。父
ちち

と

聖霊
せいれい

とともに一体
いったい

であって世々
よ よ

に生
い

き支
し

配
はい

しておられる主
しゅ

イエス・キリス

トによってお願
ねが

いいたします。 

一 同 アーメン 
 

世界平和のため 

司式者 真
しん

理
り

と平
へい

和
わ

の 源
みなもと

である全能
ぜんのう

の神
かみ

よ、すべての人
ひと

の心
こころ

に平
へい

和
わ

を愛
あい

するまこ

との愛
あい

を燃
も

やし、国々
くにぐに

の交
まじ

わりに携
たずさ

わる人
ひと

びとに、平
へい

和
わ

を造
つく

り出
だ

す知
ち

恵
え

を

与
あた

え、主
しゅ

の愛
あい

を知
し

る知
ち

識
しき

をこの世
せ

界
かい

に満
み

たしてください。父
ちち

と聖霊
せいれい

ととも

に世々
よ よ

に生き支
し

配
はい

しておられる主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。 

一 同 アーメン 
 

難民とその他の被災者のため 

司式者 慈
いつく

しみ深
ふか

い主
しゅ

よ、み子
こ

イエス・キリストはすべての人
ひと

がみな主
しゅ

の家
か

族
ぞく

とし

て平
へい

和
わ

に生
い

きるために、十字架
じゅうじか

により憎
にく

しみの隔
へだ

ての壁
かべ

を除
のぞ

き、主
しゅ

による

和
わ

解
かい

の道
みち

を開
ひら

いてくださいました。どうか今
いま

、戦
せん

争
そう

、弾
だん

圧
あつ

、災
さい

害
がい

などのため

に住
す

まいを失
うしな

った人
ひと

びと、離
り

散
さん

させられた人
ひと

びと、また飢
う

えと病
やまい

のうちに

ある人
ひと

びとを憐
あわ

れみ、その必
ひつ

要
よう

を満
み

たしてください。また主
しゅ

の愛
あい

と真
しん

理
り

に

よって、その災
わざわ

いから解
かい

放
ほう

し、まことの幸
さいわ

いに導
みちび

き帰
かえ

してください。主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。 

一 同 アーメン 

 

司式者 主
しゅ

イエス・キリストの恵
めぐ

み、神
かみ

の愛
あい

、聖霊
せいれい

の交
まじ

わりが、わたしたちとともに

ありますように。 

一 同 アーメン
 

 

 

聖歌８２番（１３・１４ページ） 
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